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< 表 紙 解 説 >

多数カ メ ラ を用いた手振 り認識システム

3 台 の テ レ ビ カ メ ラ で 人物の手 を観測 し  (上段のテレ

ビモニタ ー ) 、 計算機で手振りを認識するシステムです。

下段のモニ夕 一 ( 4 分 割 表示 )  に は 、 原 画 像 ( 左 上 ) か
ら手のシルエ ツ ト を抽出 し て重心を求め ( 右上 ) 、  3つの

重心の情報から手の姿勢を計算し  ( 真 中のモニ夕一 、右

下 ; 白 が手の向 き 、 他の色はカ メ ラ の視線方向を示す ) 、

手の形状を認識するのに最適な画像  (左下、  赤枠表示)

を選択して認識処理を行う様子を表示しています。

※詳細はATRジャーナル31号を参照願います。
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〇巻頭言

ATRグルー プが設立されて、  一昔と語る以上の時間が経過した。  累計で1,300名以上の卒業生 (かって研

究者等としてA T Rに在籍した経験者 )  を送 り出 している 。 “ A T R  who?” と言われた 、駆け出しの時代から
みると 、格段に知名度も上がってきた 。研究活動 ・ 成果に対する各界からの評価も、我々の期待を上回る。

昨年、 ビジネス ・ ウ イ ー ク 誌 の イ ン夕一 ネ ッ ト ・ ホー ム ・ ペー ジに掲載された 「世界の研究所ランキング」
における A T R グルー プの活躍は、 如実に事情を物語る。  A T R先人の努力による業績の蓄積は、  次なる研究

領域の開拓と展開を待つている 。  ま さ に 、  新時代への発展を期して、  次なる A T R像を新たに構築して行く

べき時にある。

こ う し た視点の元 、昨年秋に 4 カ月ほどの時間をかけ 、 A T R マネー ジ メ ン ト の 在 り 方 に 関 す る ス タ デ ィ

を実施した 。外部のシンク夕ンクの力も借 りて 、 A T R内外の識者へのインタビュー、 ア ン ケー ト 調 査 、 類

似他機関との比較調査、  これ らのデ一夕を基にした討論などを展開した 。得 られた様々な分析 、提言は 、

すでにATRの運営、 企画立案に反映させている。

本誌読者がお持ちのA T R像 と比較してご覧になるのも一興と思い、  イン夕ビュ一結果の概要を紹介して

み た い。 イ ン 夕 ビ ューは、学界、出資企業、政府、 A T R社内など 4 0名以上の関係者に対して 、匿名による

面接意見聴取方式で行い、 率直な意見を ぃただ く こ と がで きた と思つている 。

A T Rに対する積極的評価としては、  日本で先駆的なオ ー プン ラボ を実現 し 、  短期間に音声翻訳、  仮想現

実、運動機構などい くっかの分野で先導的成果を得られるよ うになったこ と 、内外特に海外の有力研究者

に 対 す る 人 的 ネ ッ ト ワー ク 作 り に 成 功 し て い る こ と 、  プロジェク ト制基礎研究を根付かせ、機動性 ・ メ リ

ハ リ の あ る 運 営 を し て い る こ と 、  ジ ャーナル発行 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 な ど 情 報 発信 を よ く し て い る こ と 、

と 言 つ た よ う な 研究活動 ・ 体制に対するユニー クネスを指摘する意見が多い。 こ れ は 、 大変 あ り が た い こ

と と 思 う 。

こ れに対 して 、  問題点 ・ 課題 と し て は 、  出資者と して増資の繰 り返しによ る A T Rへの資金拠出の困難性
を挙げる声が圧倒的であ り 、  さ ら に 、 研 究 テーマ選定過程、得られた成果の利用などに関して、  ア ク セ ス

が し に く ぃ 、 個 別 テーマ ご と に突つ込んだ連携が とれ る よ う に し た ぃ 、 知的所有権に対す る ア ク セ ス条件

が中途半端である、  などの意見が続く 。学界からは基礎基盤技術研究を行う ょ うに位置づけられているに

もかかわらず 、  成果による目に見える投資資金回収を求められる基盤センタ一制度の矛盾を指摘する意見

が根強い。

これらの指摘課題には、  A T R自身の努力で改善可能なものと、  それ以外のものとが含まれる 。  自己努力

によ る改善が可能な課題 と し て 、  テーマ選定、 成果利用へのアクセスの改善がある。  こ れ にっい て 、  今年
度研究計画策定段階で、関連出資社への意見照会を試行した。多くの社から様々な意見 ・ コ メ ン ト を 頂 戴
す る こ と が で き 、  可能な も のか ら計画への反映を開始した。  本年11月の研究発表会の折には、  従来の講
演 ・ デ モ と 平 行 し て 、  出資社 とのテーマごとの意見交換の場を設けるよ うに計画中である 。  こ う し た ア ク

シ ョ ンに よ り 、 研究内容に対するア ク セシ ビ リ テ ィ が大幅に改善 され る もの と期待 してい る 。

ATRからの論文発表などは、  欧文が多数を占めていたが、  本 ジ ャ ーナル誌は邦文のみであった点を改め、

情報発信強化のために、  ジ ャーナル欧文誌を新たに計画し本年 6月に第 1号を発刊した。当面は、欧文誌

を 年 1 回 継続発刊す る予定で あ る 。 従 来 、 個別 テーマご と の委託研究受注は行つて こ なかったが 、今後

A T Rグルー プとして体制を整え、  これらの仕事を受ける仕組みを準備した。  こ れ に よ り 、  出資社のニーズ

により密着した研究に取り組み、  成果展開へのスムー スな移行に結び付けていけるこ とを期待している 。

冒頭に記した我々の意気込みとは裏月夏に、 昨今の経済情勢は、 基礎基盤技術に対する研究費支弁に強い

逆風 を も た ら し て お り 、 A T R グ ルー プ も風当た り の ただ な らぬ様 を感 じ てい る 。 こ の よ う な 時で あればな

お さ ら 、  将来への布石としての基礎研究が大切な時期である。  その担い手として自負するA T Rが、  よ く そ

の期待に応えてゆけ る よ う に 、  社会のニーズに敏感で、 十分期待していただける地力を持つた機関 と して

脱皮する 、  自己改革の努力を続ける覚悟である。
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研究動向紹介 一 一

知的好寄心を く すく ' る魅力に溢れたモノが豊富に存在する博物館とモノに関する情報への ア
クセスが容易な仮想†尊物館の両者の利点を兼ね備えた新しい博物館Met a-Museum。 そ こ は
また 、学芸員と見学者が協同で 「一人一人のための1尊物館」 を創出し、  よ り 深 い理解 を得 る
こ と で 、 知識 を共有す る場で も ぁ り ま す 。  このよ うなコンセプ トに基づいて開発してぃるシ

ステムを紹介します。

We proposed Meta -Museu rn a s  a concept of future museum . whicn is a sophisticated
integratlon of t rad i t lona lmuseums and virtuaI museums. V i s T A  and VisTA -wa lk  are
introduced a s  our early experiment under Meta -Museum concept.

Meta-Museumの実現を目指して
A Few Steps to Meta-Museum

1. はじめに

Meta -M u s e u m と ぃ う言葉は 、  私たちが提案する
新 し ぃ-博物館像を表す造語です。 では、  仮想博物

館あ るいは電子- 博 物 館 な ど と は ど の よ う に 違 う の

で し ょ う か 。  こ れ ら は一般に 、 展示物に関す る情

報 だ け で な く 、 展 示 さ れ る モ ノ そ の も の も デ ジ 夕

ル化され 、  コンピュ ー タの中にだけ存在する  「博
物館」 を指しています。
それに対してMe t a-Museum[2]は、 従来の博物館
と仮想博物館とを統合した ものである と言えます 。

従来の博物館では 、実体のあ るモ ノに備わった魅

力が見学者の知的好奇心をくすぐ り 、  モ ノ そ の も

のやそれらに よ って構成される展示を理解した り 、

さ ら に高度の知識を獲得 し ょ う と す る 原動力にな

ってきま した 。  このよ うな利点を生かしっつ、  見

学者が自分の興味などに応じて主体的に情報にァ

ク セ ス し 、 学 び 、 体 験 で き る 場 と し て 、  さ ら に 、

学芸員と見学者が互いに意見を交換しあぃ知識を

共有で き る 場 と し て 、  Meta -M u s e u mを機能させる
こ と を 目標 と し てい ます 。 今回は 、 M e t a Museum

のコンセプ トに基づいて開発したvi s T Aシステムと
visTA-w a l k システムにっいてご紹介します。

2. VisTAシステム

VisTA(Visual izat ion Too l f o r  Archaeo1ogicaldata)

システム [ 1 ]は、  古代の集落遺跡の変遷過程をシミ

ュ レー シ ョ ン す る シ ス テ ム です 。 考古学デー タ は

時空間の多次元デー タ で あ り 、 一つの遺跡か ら発

掘調査に よ っ て得 られ るデ一夕は膨大な量です 。

こ れ ら の デー タを .駆使して、一つの遺跡全体の時

間的、  空間的な変選の様子を詳細に復元するこ と

は専門家にとっても非常に困難です。  そこでV i sTA

システムは 、  発掘調査によって得られた遺跡の地

形 デー タ と 出土 し た土器や建物跡のデー夕 を あ ら

かじめ入力しておき 、  こ れ ら のデ一夕を基に研究

者一人一人が個々の建物の種類や存続年代を設定

す る こ と で 、 変 化 の 様 子 を リ ア ル タ イ ム に 3 次 元

コンピュー タ グ ラ フ イ ッ ク ス  (CG) に よ っ て視覚

的に確かめ られ る よ う に し ま し た 。  こ れ に よ っ て 、

集落遺跡の時間的変化にっいての仮説を可視化し
なが ら検証でき 、  仮説の時空間的な側面での無矛

盾性を高め る こ と がで き ます 。 3 次元 C G に よ っ て
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図1 VisTA -wa l kの操作例

復元された集落の中を  “ 歩 き 回 る ”  こ と も 可 能 で

あ り 、 過去の景観にっい て 直 観 的 に 知 る こ と が で
き る よ う に な り ま す 。

発掘調査によって得られた建物や出土品に関す

る デ 一 夕 は 、 wwwで標準的に使用 され てい る文
書形式のH T M L形式で格納されてお り 、情報を得

た い オ ブ ジ ェ ク ト を ク リ ッ ク す る だ け で 、 一 般 的

なwwwブラウザに表示されます 。  wwwブ ラ ウ ザ
を利用 し てい る ため 、 他の組織が持つデ一夕にネ

ッ ト ワー ク を 介 し て ア ク セ ス で き る よ う に 拡 張 す

る こ と も 容易です 。

3. VisTA-wa lkシステム
v i sTA-w a l kシステム [ 5 ]は、  基本的にはV i s TAと
同等の機能を持つシステムです。 しかし、  VisTAが

主に専門家の研究支援を目的としているのに対し、

v i sTA -w a l kは主に博物館での展示の一つとして非
専門家が利用す る こ と を 想 定 し て い る た め 、  ユー
ザ イ ン 夕 フ ェ ー スが異な り ます 。  な ぜ な ら 、 不 特

定多数の人が訪れる博物館では、  展示内容の理解

に集中 し やす く 、 直 観的で操作が容易で 、 壊れに

く ぃ イ ン タ フ ェー ス が 必 要 と さ れ る か ら で す 。 そ

こ で 、  Vi sTA -w a l k システムでは、  仮想空間のウォ



表1 コマンド一覧

身振り 実行されるコマンド

基本位置に立つ

前に踏み出す

後に移動する

右に移動する

左に移動する

片手を上げる

両手を上げる

し ゃがむ

立ち止まる

前に移動する

後に移動する

視点が右に回転する

視点が左に回転する

建物の選択

視点を上に移動した後,元に戻す

視点を低い位置に変更する

ー ク ス ルーや オ ブ ジ ェ ク  ト の選択と情報検索を制

御 す る イ ン 夕 フ ェ 一 ス と し て 、 利 用 者 の 身 振 り を

採用しました。

利用者 の身振 り の 認 識 に は 1 台 の カ メ ラ を 使 用

します 。 1 7 0 イ ンチのスク リ ー ンの中央上部に設置

さ れたカ メ ラ が利用者の映像を提えます 。  この映

像が画像認識プ ロ グ ラ ム に 送 ら れ 、 腕 の 上下 、 立

つ、 し ゃがむ とい った利用者の姿勢 と位置を認識

します。  こ れ ら の身振 り は 、  ス ク リ ー ン上に写し

出された復元集落内を歩き回るためのコマンド と 、

建物を選択して情報を得るためのコマン ド 、  そ し

て視点を変更するコマンドの3種類にマ ツ ピ ン グ さ

れます。表1に、身振りコマンドの一覧を示します。

図1は、V i s TA -w a l k を操作している様子です。こ
こ で は 、 利用者が片手 を上げ て オ ブ ジ ェ ク ト の 一

つである住居を選択しています 。  そ し て 、  こ の 住

居に関 し て発掘調査で得 られた情報が ス ク リ ー ン

の右上のウ ィ ン ド ウ に表示 されています 。

なお、博物館展示におけるユー ザ イ ン 夕 フ ェ ー

ス と し ての有効性を評価するために 、  被験者実験

を行つています 。  その結果、  特別な装置を装着す

る 必要がな く 、  臨場感があ り 、 操作が容易な イ ン

夕 フ ェ ー ス と し て 大 ス ク リ ー ン と 身 振 り イ ン 夕 フ

ェー スが適しているこ とが確認されました [ 4 ] 。

4. パー ソナルガイ  ド工一ジェント
v i sTA -w a l k シ ステムを利用して 、  見学者は自分
の思 う ま まに復元 された仮想集落内を歩 き回 る こ

と が可能にな り ま し た 。  しかし 、十分な専門知識

を持 た ない見学者に と っ ては 、 見所 を紹介す る な

どのガイ ドが必要な場合もあ り ます 。そ こで現在 、

仮想空間内を案内して くれ るマルチモー ダ ル な パ

ー ソ ナ ル ガ イ ド ェー ジェン ト [ 3 ] の研究を進めてい

ます。

VisTA -w a l kでは、  見学者一人一人が自由自在に
歩 き 回 れ る よ う に な っ た の で す か ら 、 案 内 も 見 学

者一人一人に応じて適切に行 うべきです 。  そのた

め 、 見 学 者 ご と に 「パー ソ ナ ル ガ イ ドェー ジ ェ ン
ト」 が同行し、仮想集落内の案内をします (図 2参
照 ) 。  こ こ で問題 とな るのは 、  ど の よ う な 情 報 を 用

いて仮想空間内の案内をすべきか と ぃ う 点です 。

見学者それぞれの興味や、  こ れ までに見学 して き

た展示、 見学中の反応などをま とめてその見学者

の 「 コ ンテキス ト  (context)」 と呼びます。パー ソ
ナ ル ガ イ ドェー ジ ェ ン ト は 、 実 空 間 に 存 在 す る 展

図 2  VisTA -w a l kの仮想空間内をガイ ド す るパー ソ
ナルェー ジ ェ ン ト

示を見学中のコンテキ ス ト を自動的に検出し 、  こ

れに基づいて、  ど の よ う な 案内 をすれば よ いか を

決定します。  こ の よ う に す る こ と で 、 見 学 者 の 自

由度を確保しっつ、  かっ一人一人に応じた適切で

きめ細かな案内が行えるよ うにな ります 。

5. おわ り に

VisTA -w a l k システムは、  Meta-Mus e umの実現ま
での 1 ス テ ッ プに過ぎ ません 。今後 も様々な側面

か ら 、  学際的研究を進めてい く予定です 。  なお、

V i sTA-w a l k システムは大阪市にあるN T T情報文化
セン夕にて常設展示中です。ぜひ一度ご自分の目

で、  そ し て身振 り で 、 体験な さ っ て く だ さ い 。
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研究動向紹介

急がば回れ : 誰が急く、の ?
一日本語における格要素省略補完一

Make haste slowly:Who?

一Case Ellipsis Resolution in Japanese Dialogue -
日本語には文の一部の要素、 特に主語が頻繁に省略されます。  これに対して 、  決定木学習と

いう手法で確率的に主語を補う手法を提案しました。  こ こでは 、  日本語の省略を計算機で扱

う 時 の 難 し さ と 、  それに対して提案した手法を紹介します。

We outline difficulty and a new approach of case ellipsis resolutlon in Japanese dia1ogue.

Some parts of a sentence,or a subject in particular,are often omitted in Japanese dlalogue ,
We propose decision tree and itsleaming to resolve these e1lipses.

1. 日本語はいい加減?
[ 日本語 と省略 ]日本語にはた く さんの省略があ り
ます。省略が多いことを日本語の三大特色の一つ

に し て い る 人 も ぃる く ら いです [ 1 ] 。 特 に話 し言葉

ではよ り頻繁に省略が行なわれます 。  日本語の対

話 で は 、 相 手 に 言 わ な く て も ゎ か る こ と を 省 く 傾

向が強いと言われています 。  こ の う ち 、 英 語 な ど

と の 比較で最 も ょ く 目 にっ くのが、主語の省略で

す。 も ち ろん 、  主語以外の要素も省略されますが、
以下では主語にっいて考えます。  実際に話 され て
い る日本語 を観察 し てみ る と 、 実 に多 く の文で主

語が省略されている こ とに気付きます 。

急いで原稿書かなき  ゃ

だ ぃ ぶ 涼 し く な り ま し た ね

最初の例では  「私 が」 が 省 略 さ れ て い ま す し 、
次の例は普通省略はないと考えますが、  理屈では

「気候が」 などが主語になります。後の例のよ うに 、
そもそも省略ではな くて元々日本語に存在しなぃ

と ぃ う 考 え 方 も あ り ま す が 、 英語 な ど に翻訳す る

こ と を 考 え 、  ここではすべて省略と呼びます。

[省略とコンピュ ー タ]  さ て 、  英語 な ど と 比 べ る と
こんなに省略が多い日本語はぃい加減な言語なの

で し ょ う か ?  そ う で は な ぃ と 思 い ま す 。 主語の

省略は、  話し手と聞き手の両者が、  お互いに主語

が何か を知つてい る と き に省かれ る ため 、  私 た ち

は な く て も 困 ら な い の です 。  日本語は、  そ の よ う

な場合に省略することを (文法的に )許容する、  柔軟

な言語なのだと思います。

しか し 、人間の間に入つて翻訳を行な う コ ン ピ

ュ 一 夕 を 作 る こ と を 考 え る と 、  と た ん に こ の 柔軟

性が困難性に変わります。  コンピュー タ で翻訳で

き るのは 「お行儀のよい」 文 だ け な ので 、 省略が
あ る よ う な 「お行儀の悪い」 文はど こかで姿勢を
正して省略を補う処理が必要です。  こ れ を 省 略 補

完処理と呼びます。  これまでの技術では簡単な規

則を作つてお く こ と で 、 あ る 程度の省略補完が可

能でしたが、  まだ補完の精度が不十分でした。

2. 人はなぜ主語がわかるのか
と こ ろ で 、  なぜ人間同士は主語を省略して話を

し て も ゎ か る 場合が多いので し ょ う か ?  ぃ く ら

省略でき る といって も 、すべての文の主語を省略

し た ら誰が主語なのかわか ら な ぃ文が出て く る の

(株 ) ATR音声翻訳通信研究所
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は明らかです。  私たちが話をす る と き は 、  主語を

省略 し て も 相 手 に わ か っ て も ら え そ う だ な と 感 じ

た と き に 省 略す る こ と か ら 、 主 語 が 何 で あ る か は

主語以外の形で伝え てい る のではないか  と 推 測 で

き ま す 。 そ の ヒ ン ト は文の中にあ る こ と も あ る し 、

( 今 は まだ取 り扱え ませんが ) 言い方 、  し ぐ さ 、  あ
るいは言つている時間や場所かも しれません 。  あ

る い は ち ょ っ と 前 に言つた文か も し れ ません 。  こ

れ ら の 情 報 を で き る だ け 多 く 使 い 、 人 間 と 同 じ よ

う に 111区使すれば、 きっと主語は補完できます。

[急がば回れ] も う 一つ 、  日本語には主語がわから
な ぃ か ら 、  も し く は 言 う 必 要 が な い か ら あ え て 言

わない場合があ り ます 。不特定の 「人」 を 指 し て
いる慣用句などはその典型で、  夕 イ ト ル の 「急 が
ば回れ」 などもその例です。人間は、  こ の よ う な
時も主語が総称 (みんな )や不特定の人 (誰か )だとぃ

う こ と は わ か り ま す ので 、 決 ま り 文旬 を除 けば ど

こかにきっかけとなる情報があるはずです。

3. 機械にさせるには

[ た く さ ん の ヒ ン ト ] こ の よ う に 、 主 語 の 補 完 に は
と て も た く さ ん の ヒ ン ト が 必 要 で 、  し か も 使 う ヒ

ン ト が 場 合 に よ っ て 異 な る と い う こ と が 次 第 に わ

か っ て き ま し た 。 つ ま り こ れ ら の ヒ ン ト を で き る

だけ多 く使つて規則を作れば主語は補完でき るは

ずです。 しかし、  ヒ ン ト は と て も た く さ ん な の で

この組み合わせ方をすべて手作業で書いてい くの

が大変なのは容易に想像でき、  また規則を漏れな

く正確に書けるとはかぎりません。

[決定木'] た く  さ ん の ヒ ン ト を 使つて柔軟に記述で
き、  かっコンピュー タで も扱いやすぃ知識表現と
して 、私たちは決定木とい う道具に着目しま した 。

決定木は図に示すょ うな形式で、  意志決定が質問

によ って徐々に分類されている様子が木に見える

こ と か ら そ う 呼ばれてい ます 。  例えば図の左に示

す よ う な 、  雑誌で見かけ る  「あなたの性格診断」
なども決定木です。性格診断では、ス タ ー ト 地点

か ら順番に質問 ( 「テ レ ビ を よ く 見 る」 な ど ) に 答
え て い く と 行 き 先 が枝分かれ し て い き 、 最 後 に は

ゴー ルの うちの一つにたど り っ き 、 ( 「不精」 な ど
の よ う に ) 性 格 が診断 さ れ ます 2。 主語補完の問題
で言 う と 、 枝分かれの と き の質問が補完に必要な

ヒ ン ト に 、  ゴールの診断結果が補完すべき主語に
それぞれ相当します。  右図はホテル会話での主語
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図 : 性格診断と主語補完、  二つの決定木

補完の決定木の一例ですが、  例文の話し手はフロ

ン ト で な く ( N o ) 、  また動詞は 「教 え る」 です(Y e s )
ので 、  主語は二人称と補完されます。

[決定木学習] 次に 、  この決定木作成を自動で行な
う こ と を 考 え ま し た 。 「性格診断」 は通常人手で作
る ものですが 、主語補完はた く さんの事例 ( ど んな

と きにどんな主語になったか ) を集めておいて質問

の集合を作つておけば自動作成が可能です。  こ の

と き 、 質 問 の順番 と 内容が問題で 、 い か に で き る

だけ質問の回数を少な く し て 、無駄な質問を しな

い よ う に 木 を 作 る の か が と て も 大 切 に な っ て き ま

す。 こ れ を  「 エ ン ト ロ ピー」 と ぃ う 統 計的に適切
な基準に よ って質問の順番を決定する こ と が可能

です[2]。 これを決定木学習と言います。

4. 実験の結果
以上の枠組みで研究所収録の会話デー タベー ス
で決定木学習に使つていなぃ文に対して実験を行

な っ てみ ま し た 。  質問 と して用意したのは 、  話し

手 ( フ ロ ン ト か客か ) 、 省略 されている文の動詞 、尊

敬などの待遇表現、その他の語句 (自立語、格助詞

など )です。その結果、深層格 (動詞の動作主 )の補

完で 9 0 % 程度 [ 2 ] 、 表層格 ( 動詞の主語 ) の補完で

8 0 %程度 [ 3 ] の補完が可能になりました。一定の精

度 を 得 る こ と が 確 認 さ れ た の で 、  現在多言語話し

言葉翻訳システムCh a t  Translation System3 の日英/日
独翻訳部に組み込みを行なっています 。  また 、  以

上は主語に限定して き ま したが 、間接目的語に対

し て も同様の手法で行な う こ と が可能です 。  こ れ

は従来行 な われ て い な か っ た 新 し ぃ 試 み ですが 、

こ れ に関 し て も 実験 を行な っ た結果 、  主語 と 同程

度の補完精度を得る こ とがで き ま した 。

No

5. さ らに必要なこ と

現在は、  一つの文 (発話 )の内容とその文の話し手

を ヒ ン ト ( 質問項目 ) に して決定木を作つています 。

し か し 、 途 中 か ら 人 の 話 を 聞 い て い る と き に 誰 が

主語だ か わ か ら な ぃ 場 合 が あ る こ と か ら 、  も っ と

前の文の情報 も使わない と ぃ け な ぃ場合があ る よ

う です 。

近鉄奈良に行くんですね

上の例では、  相手の動作(二人称)を予想している

のか 、  自分がこれからすべき動作 (一人称 )  を相手
に確認しているのか 、  この文だけではわか り ませ

ん。 こ の よ う な 省略は主語だけに限 らず 、 特にほ
とんどの直接目的語の補完にはこれまでの文の情

報が必要だ と ぃ う調査結果が得られています 。  こ

の よ う な 場合 、 つ ま り 文脈照応 を し て い る 場合に

ど の よ う な 情 報 を ど の よ う に 使 う べ き か と い う 研

究を 「急がば回れ」 で今後すすめていきます。
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こ の う ち途中で枝分かれが合流 し な ぃ図の よ う な も のが決定 '木です。
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視て動く 、  動いて視る  : 能動的視覚認識の研究
See  to move,Move to see:Active Vision System

カ メ ラ か ら 得 ら れ る 視 覚 情 報 が 不 足 し て い る と き に 、  必要な情報をカ メ ラ を動かす こ と に よ

って獲得する方法を能動視覚といいます。能動視覚の方法を採り入れるこ とによ り 、従来難

し か っ た こ と を 、  簡単に、  速 く 、 正確に実現す る こ と が可能にな り ま す 。 棒 を筒に挿入す る

と ぃ う タ ス ク を 例 に と り 、  ロボ ッ ト と カ メ ラ を使つた能動視覚システムの解析と実装を行い

ま した 。

When visuallnfomation obtalned from a camera is not suff icient to accomplish a glven task,

the caemra has to be moved such that required in1ormat1on is obtained.This method is

called active vision . Uslng active vision,the system can accomplish the task easier,faster

and more accurately , Peg -in -hole task system has been implemented and analysed a s  an
experlment.

1. 視 る と い う こ と
視 る 、 見 る 、 診 る 、 看 る 、  「み る」 と ぃ う 言 葉 に
は、  た く さ んの漢字があ り ます 。 「み る」 こ と で 、
人間は、  ど う ぃ う 情 報 を 得 て い る の で し ょ う か 。

例 えば 、 図 1 の よ う な 状 況 を 見 た な ら ば 、  「窓際に
置いてある観葉植物が燦々と したお日様の光を受

け て ぃ る」 と ぃ っ た 情 報 を と ら え る こ と が で き る
で し ょ う 。

図1  鉢植の要側がど う  な ってい るのかを知 り  た い

場合、  ど の よ う に カ メ ラ を 動 か せ ば よ ぃ の で

し ょ う か ?

視 覚 に 関 し て 言 う な ら ば 、  人間は、  目 と い う 器

官を通して 、  外界の情報を得ています。  それに対

し て 、 機 械 は 、  カ メ ラ を 通 し て外界の情報を得 ま

す 。 外 界 と い う 3 次 元 空 間 の 情 報 を 画 像 と ぃ う 2

次 元 デー タ に 変 換 で き る 唯 一 の 装 置 が カ メ ラ な の

です。
カ メ ラ で 撮 影 し た 画像 を 、 計 算機 を 使つ て処理

す る画像認識 ( コ ン ピ ュ一 夕 ビ ジ ョ ン )  の分野は、

古い歴史があります。単純な画像処理から始まり 、

線画の理解 、 3 次元空間の理解 と進化して き ま し

た。  しかし 、  一枚の画像だけか ら得 られ る情報に
は 限 り が あ り ま す 。 い く ら 、 画 像 を 解 析 し た と こ

ろ で 、 透視能力者で も な い限 り 、 物 体の裏側 を視

る こ と は で き ま せ ん 。  も し 、 物 体の裏側 を視 たい

な ら ば 、  基基側が視える位置まで視点を移動させな

ければな り ません 。  こ の よ う に 、 得 ら れ る 情 報 が

不足 し てい る場合 、  自 ら行動を起 こ し て不足 し て

いる情報を獲得する方法は、  能動視覚、 あ る い は 、

ア クテ ィ ブ ビジ ョ ン ( A c t i v e  V i s i o n ) と呼ばれていま

す。  カ メ ラ を 積 極 的 に 動 か す こ と で 、  よ り 速 く 、
正 確 に 、 与 え ら れ た 夕 ス ク を 遂 行 す る こ と が 可 能
になるのです。
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2. 能動的な視覚
能動視覚の手法の理念は、 単純明快、  「視 え な い
な ら 、 視 え る よ う に 動 く 」 です。
次 の よ う な 例 を 考 え ま し ょ う 。 あ る 人 が 、 片 目

だけで 、棒を筒の中にいれよ う と し ています ( 図 2 ) 。
当た り前ですが 、  こ れだけでは 、  人間は棒を筒の

中に入れる こ とはでき ません 。奥行き方向の不定

性 、曖味さが残るか らです 。不定性を解消するた

めに、  人間は頭を動かし 、  別 の と こ ろ か ら 観 察 し

て 、  は じ め て 、 棒 を 筒 に い れ る と ぃ う タ ス ク を 遂

行できるのです。

こ の こ と を 、 機 械 に や ら せ て み ま し ょ う 。 従 来 、

機 械 に こ の よ う な タ ス ク を 遂 行 さ せ る た め に は 、

カ メ ラ の 焦点距離や 、  ロ ボ ッ ト と カ メ ラ の 間 の 相

対位置などを事前に厳密に計測してお く作業  (シ
ス テ ムの校正 ) が必須で した 。  こ れ は 、 難 し ぃ 問

題で 、  な か な か う ま く ぃ き ま せ ん 。 そ こ で 、 今 回

作成した実験システムでは 、  カ メ ラ か ら 得 ら れ る

画像情報だけを使つて 、  ロ ボ ッ ト を 制 御 す る 、 視

覚サーボ と ぃ う 手法 を導入 し て 、  カ メ ラ や ロ ボ ッ

ト の 校 正作業 を ほ と ん ど し な く て も す む よ う に し

ています。  も ち ろ ん 、 棒や筒の正確な 3 次元位置

を知る必要もありません。

カ メ ラ を ど う 動 か す か 、  どの位置、  どの姿勢に

移動させるかが能動視覚システムの重要な点です。

基本的な戦略は 、 次 の よ う な も の です 。 棒 を持つ

た ロ ボ ッ ト は 、 画 像 上 で の 棒 と 筒 の 位置 の差 が で

き る だ け小 さ く な る よ う に 、 棒 を 動 か し ま す 。 3 次

元空間で棒 と筒が同 じ位置にな るためには 、  少な

図 2  片目 で 棒 を 筒 に 入 れ る と い う タ ス ク 。  奥行き

方向の不定性があるので、  頭 を 動 か さ な い 限

り 、 入 れ る こ と は で き な い 。



く と も 、  画像上でそれ ら の位置の差は 0 で あ る 必

要があ り ます 。  と こ ろ が 、 仮 に 、 画 像 上 で 差 が 0
にな った と し て も 、 必ず し も 、 3 次元空間で棒 と筒

が同 じ 位置 に あ る と い う 保 証 は あ り ま せ ん 。  こ の

不定性を、  よ り よ く 検 出 す る た め に も 、  カ メ ラ の

方は、  こ の 3 次 元空間での差 をで き る だ け大 き く

観 測 で き る よ う に 、 つ ま り 、 画 像 上 で 差 が 最 も 大

き く な る よ う に 動 か さ な く て は な り ま せ ん 。  こ う

し て み る と 、  ロ ボ ッ ト と カ メ ラ で は 、 棒 と 筒 の 位

置の差に関 し て 、 正反対の動 き を し な く て は な ら

な い こ と が わ か り ま す 。  さ ら に 、 事態 を複雑にす

る の は 、 必 ず し も 、  こ の よ う な 単純で直感的な戦

略 が 、 最 適 で は な ぃ と い う こ と で す 。 一見、 う ま

く ぃ き そ う な のですが 、上手に調整 し て あげな ぃ

と 、  ロ ボ ッ ト と カ メ ラ が 「追 い か け っ こ」 をする
よ う に な り 、  夕 ス ク が な か な か 完 了 し な い と い う

問題も出てきます 。  こ の よ う な こ と を 事 前 に 知 る

た め に も 、 計 算 機 に よ る シ ミ ュ レー シ ョ ン 解 析 は

欠かせません。  シ ミ ュ レ ー シ ョ ン か ら 、 最 適 な 制
御パラ メ一夕の見当をっけるこ とが可能です。

さ て 、  こ の よ う な ロ ボ ッ  ト と カ メ ラ の 制 御 方 法

は、  R o w-action method と呼ばれる数値計算手法と
良 く 似 て い ま す 。  この手法は、連立方程式を部分

的 に 解 く こ と を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 連 立 方 程 式

全体の解を求め る も のです 。 カ メ ラ か ら は 、 3 次元

空間の部分的な情報しか得られません 。  し か し 、

カ メ ラ を 動 か す こ と で 、 新 た な 部 分 情 報 を 得 る こ

と が で き 、  その繰 り 返 し に よ り 、 全体の情報を推
定するこ とが可能になるのです。

実際には、  カ メ ラ は 、  筒の周 り を右に動いた方

が い い の か 、  左に動いた方がいいのかを 、  カ メ ラ

か ら得 られ る画像を元に判断 し ます 。  また、  ロ ボ

ッ ト の 方 は 、  で き る だ け画像上で差が小 さ く な る

よ う に 、 棒 を 動 か し ま す 。  も し 、  カ メ ラ を 動 か し
て も 画 像 上 で 差 が 0 で あ り 続 け る な ら ば 、 棒 は 筒

の 真 上 に 存 在 す る と い う こ と が わ か り ま す 。 そ れ

を 察 知 す る と ロ ボ ッ ト は 、 棒 を 下 ろ し て 筒 の 中 に

挿入します。  も ち ろ ん 、 棒 を 挿 入 す る た め に は 、
棒 と 筒 の先端の位置だけで な く 、 向 き ま で も 一致

させておかなくてはなりません。その様子を図 3に

示 し ます 。 最初は 、 異 な る位置 、  向 き か ら 、 最 終

的には、 棒を筒に挿入できたこ とが見てとれます 。

3. 目を変える  : カメラモデルの選択
能動視覚では、 カ メ ラ の位置や姿勢だけでな く 、

カ メ ラ 自 身 の 性 質 を 変 化 さ せ る こ と も 可 能 で す 。

例えば 、  ズー ム レ ン ズ を 備 え た カ メ ラ な ら 、 焦 点

距離 を 変 化 さ せ る こ と が で き ま す 。 ズー ム ア ッ プ

す る こ と で 、 対 象 の 一 部 分 を 大 き く 撮 影 す こ と が

で き 、  よ り 詳 し く 対 象 を 観 察 す る こ と が で き る よ

う に な り ま す 。 ズー ム ア ウ ト し た な ら ば 、  よ り 広
い範囲を撮影で き 、  対象の全体的な情報を得やす

く な り ま す 。  こ の よ う な 、  カ メ ラ 自 身 の 変 化 を 、
う ま くモデル化するこ とが次の課題です。

カ メ ラ を 使つ て 3 次 元空間 を画像に投影す る と 、

その間に、  幾何学的な関係が成り立ちます。  最近

のコンピュ一 夕 ビ ジ ョ ン の 話題の一つは、  こ の 幾
何学的な関係を 、  う ま く 使 つ て 、 応 用 に 結 び 付 け

る こ とです 。 3 次元空間が画像にどのよ うに投影さ

れ る か を モ デ ル 化 し た も の を 、  カ メ ラ モ デ ル と

図 3  棒を筒に挿入する夕ス ク  (peg- in-hole t a s k )の
実験システム

呼びますが、  こ の カ メ ラ モ デ ル も 、  この幾何学的

な枠組みの中で記述す る こ と が で き ます。 透視カ

メ ラ モ デ ル 、 弱 透 視 カ メ ラ モ デ ル 、  ア フ イ ン カ メ

ラ モ デ ル 、 平 行 投 影 ヵ メ ラ モ デ ル な ど 、  さ ま さ °ま

な カ メ ラ モデルが提案 されて き ま し た 。 それぞれ 、

特 徴 が あ り 、 透 視 カ メ ラ モ デ ル は 、 正 確 な モ デ ル

で あ る が 、  そ の か わ り 、 画 像 に 含 ま れ る ノ イ ズ の

影響を受けやす ぃ 、 弱透視カ メ ラ モデルは 、  あ く

まで も近似でしかな ぃが取 り扱いが容易 、  など一

長一短です。  そ こ で 、  こ れ ら 両 方 の カ メ ラ モ デ ル

の良い性質を受け継ぐ ょ う な 、  中間的な性質をも

ったカ メ ラモデルを考案しました 。 3次元形状の復

元や 、  画像の生成などに応用でき 、  精度や安定度
で優れてい る こ と が期待で き ます 。

4. お わ り に
人間は 、  不足 し て い る 情報 を 、  自 ら 獲得す る 機

能を もっています 。  しかも 、臨機応変に、判断し 、

変化 させ る こ と が 可能です 。 今回 、 棒 を筒に入れ

る と い う タ ス ク を 題 材 に 、 実 験 シ ス テ ム を 組 み 、

解析を行いま した 。  また、  カ メ ラ の モ デ ル 化 に 関

し て も 、 従 来 か ら あ る カ メ ラ モ デ ル の 中 間 的 な 性

質をもっ ものを提案しま した 。今後は 、  カ メ ラ の

位置 、 姿勢 、  そ し て 、焦点距離など を総合的に変

化 させ 、対象の 3 次元形状を 、形状に応 じた荒 さ 、

細 か さ で 復 元 す る こ と を 目 標 に し た い と 考 え て い

ます。
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研究動向紹介 一 一

ど こ で も ネ ッ  ト ワーク

- Reconfigurable Ad-Hoc Network -
当所では、  通信環境の変化に対応して、  ネ ッ  ト ワ ー ク康身が自律的に適応する メ カ=ズムに
ついて研究してぃます。  こ こ では 、 W A C N e t と ぃ う ネ ッ ト ワ ー クのコンセプ トおよびこれの

実現に向けて検討している適応技術について紹介します。

A concept for a Wireless Ad-Hoc Communlty Netwo rk (WACNet ) l s  presented with

reconfigurable topology architectureln which the network topology is controlled to adapt to
changes in a network's distributed traffic.

1. ワ イ ヤ レ ス ア ド ホ ッ ク コ ミ ュニティネッ  ト ワー
ク (WACNet)
これまでの電話を主体とした電気通信の発展は、

遠 く に 離 れ た 人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 瞬

時に実現す る こ と に よ る 距離 と 時間の克服が主日

的 で あ っ た と み る こ と が で き ま す 。  イ ン 夕 一 ネ ッ

ト におけるデ一夕通信の進展は 、  そ れ が デー タ 端

末 を介 し て な さ れ る た め に 、  状況を少し変化させ

ま し た 。 情 報の共有 と ぃ う 新 た な視点 を加 え て 、

距離と時間が近接した状況でも通信の必要性を增

大 させています 。  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮ ー ク は 、  こ

の よ う な距離 と時間が近接 し た状況にお ぃ て 、  -
時的に集合した端末の間でデー夕の送受信を行 う

ための通信手段を提供する こ と を目的 と し てい ま

す 。 つ ま り 、  ネ ッ ト ワ ー ク イ ン フ ラ に 簡 単 に ア ク

セ ス で き な い よ う な 状 況 におい て も 、  デ一夕端末

を も っ て 一時的に集 ま っ た 人達 ( 人 と マ シ ン 、  マ

シン同士も考えられます )  の間で、  デ一夕のや り

と り ・ 共有 を容易に実現 し ょ う と ぃ う の が ア ド ホ

ッ ク ネ ッ ト ワー クです。

私たちは、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー クの考え方を

一歩進めて、何らかの共通のベー ス を も っ て 一時

的に集まった不特定多数の人達の間でア  ド ホ ッ ク

な コ ミ ュ ニ テ ィ が 形 成 さ れ る こ と を 想 定 し 、  コ ミ

ユ ニ テ ィ の 中 で の デー タ 通 信 を サ ポー ト す る ネ ッ

ト ワー ク を ワ イ ヤ レ ス ア ド ホ ッ ク コ ミ ュ ニ テ ィ ネ

ッ ト ワー ク (wACNet) と呼ぶこ と と し ま した [ 1 ] 。
こ の よ う な ネ ッ ト ワー ク は 、 今後の携帯デー タ

端末の進展に と も な っ て 、 例 え ば 、  国際会議 、 大

学キ ャ ン パ ス 、 競技場やシ ア夕 一 などの各種娯楽
施設、  シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ 一 等 、  同極の目的をも

って集まった人達の間での各種のコ ミ ュ ニケ ー シ

ョ ン を 可能にす る も の と 考 え ら れ ま す 。  こ の よ う

な利用形態において 、  ホ ス ト 側 と ク ラ イ ァ ン ト 側

と の間での情報交換 と しては 、  い ろ い ろ な ァ プ リ

ケー シ ョ ン を 考 え る こ と が で き ま す。 これに比べ
る と 、  ク ラ イ ァ ン ト 間 で の情報交換は 、 少 し 限定

されるかもしれません。  しかし、想定する環境は、

時間や距離といった物理的な条件に加えて 、  同 じ

目的 を も っ て 集 ま っ て い る と ぃ う 論 理 的 に も 近 接

し た 人 達 の コ ミ ュ ニ テ ィ で あ り 、  き っ か け と な る

出会い をサ ポー ト す る 通信手段が存在す る こ と に

よ っ て 、 新 た な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 生 ま れ る こ

と で し ょ う 。
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2. ネ ッ  ト ワーク構成の動的制御
wACN e tへのアプロ ーチ と し て 、 一つは電波、
す な わ ち 無 線 通 信 を 利 用 す る と い う こ と 、  も う 一

つ は 、 通 信 を 行 う 人 が ネ ッ ト ワ ー ク を 意 識 し な く

て す む よ う に 、 通 信 状 況 に ネ ッ ト ヮ ー ク側が自律

的に適応す る よ う な適応機構を最大限活用す る こ

と を 研 究 テーマ と し て 設 定 し ま し た 。 私 た ち は 、

ネ ッ ト ワ ー ク 構成の動的制御を この よ う な適応機

構の一つとして取り上げています。

ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク を実現する上で 、  まず

想定する環境は、  対 象 と す るェ リ ア には端末を接
続 す る た め の 固 定 的 な ネ ッ ト ヮ ー ク設備が存在し

て い な ぃ と ぃ う こ と で す 。 従 つ て 、  こ の よ う な 環

境におい て 、  どのよ うに して多数の携帯端末間を

接 続 し 、  そ の 接 続 を 維 持 す る か と い う こ と が 課 題

と な り ま す 。  この間題に対する一つのアプロ ーチ

は 、  すべての携帯端末が他の端末を接続するため

の中継 ノ ー ド と し て 機 能 す る と い う も の で 、  こ れ

を実現するために 、  主にルー テ ィ ン グ に 関 す る 各

種の通信プロトコルの検討がなされています [ 2 ] 。

こ れ に対 し て 、  私たちは少 し違つたアプ ロ ーチ

を と っ て い ま す 。 す な わ ち 、  ネ ッ ト ワ ー ク を ぃ く

つ か の セ グ メ ン ト に 分 割 し 、  こ の セ グ メ ン ト 内 の

特定の ノ ー ド の み を セ グ メ ン ト 間 の 中 継 ノ ー ド と

し て 機 能 さ せ る こ と に よ り 各 ノ ー ド間の接続を実

現 す る と い う も の で す 。  さ ら に 、 状況の変化に合

わ せ て こ の セ グ メ ン ト 構 成 を 動 的 に 制 御 す る こ と

に よ り 、 収 容 で き る ト ラ ヒ ッ ク の 位 置 的 な 広 が り

と 密度 を通信環境に適応 させ る こ と を 考 え てい ま

す。

図1 ネ ッ  ト ワー ク セ グ メ ン テー シ ョ ンの概念図



基本的な原理を図 1  に示します。  各 セ グ メ ン ト

は 、 周 波数や C D M A ( 符 号 分割 マルチ ア ク セ ス )

に お け る 拡 散 符 号 を 変 え る こ と に よ り 、 区 別 さ れ

ます 。 セ グ メ ン ト 内の端末間は直接交信し 、異な

る セ グ メ ン ト に 跨 る 端 末 は 、 各 セ グ メ ン ト に 共 通

す る特定の端末を中継 ノ ー ド と し て交信 し ます 。

さ ら に 、  セ グ メ ン ト 構 成 の 広 が り と 重 な り を 動 的

に制御す る こ と に よ り 、 通 信 環境 に適応 し た 最適

な ネ ッ ト ワー ク 構 成 を 維 持 す る こ と を ね ら っ て い

ます。

3. 最適化アルゴリズム
ネ ッ ト ワー ク セ グ メ ン テー シ ョ ン を 行 う た め に

は 、  い く っ の セ グ メ ン ト に 分 割 す る か 、  ど の ノ ー

ド を ど の セ グ メ ン ト に 含 め る か 、  ど の セ グ メ ン ト

と ど の セ グ メ ン ト を 接 続 す る か 等 を 最 適 化 す る 必

要があります。

一例を図 2 に示 し ます 。 これは 8つの ノ ー ド を 2

つの セ グ メ ン ト に 分 け る 例 を 示 し て い ま す 。  ノ ー

ド 間 の リ ン ク にっけ られた数字は該当する ノ ー ド

間 の ト ラ ヒ ッ ク を 示 し て い ま す 。  も と も と 全 体 で

1 0 の ト ラ ヒ ッ ク が 、  セ グ メ ン テー シ ョ ン に よ っ て 、

セ グ メ ン ト ご と の ト ラ ヒ ッ ク が ( a )  では5、  ( b )

では 8 と な り 、  ( a )  は ( b )  に比べて、新たに発生

す る ト ラ ヒ ッ ク を 収 容 す る た め の よ り 大 き な マー

ジ ン を 確 保 で き る こ と に な り ま す 。  これは単純な

例ですが 、  セ グ メ ン テー シ ョ ン の 方 法 に よ っ て 、

収 容 で き る ト ラ ヒ ッ ク が 大 き く 変 わ り 得 る こ と が

わか り ます 。実際には 、  ネ ッ ト ワー ク リ ソ ー ス の

使用効率や接続条件等を評価の基準に含めて最適

な セ グ メ ン テー ションを決める必要があります。

最適解は 、原理的には 、  あ ら ゆ る 組 み合わせ を

し ら みっぶ し に 検 証 す る こ と に よ り 見 つ け る こ と
が可能です。  しかし、  この方法は、  ノ ー ド数およ

び セ グ メ ン ト 数 の 増 加 に と も な っ て 、 計 算 時 間 を

飛躍的に増加させます。  例えば 、  単純に 2 0 ノ ー ド

を 3 つのセグ メ ン ト に分割する場合の最適解を求め

る だ け で 、  最近のワ ー ク ス テー シ ョ ン を 使 つ た と

しても100時間以上かかります[3 ]。  こ の よ う に 「そ
の問題 を解 く ァ ル ゴ リ ズ ム は存在す る が 、  そのア

ルゴ リ ズ ムでは時間がかか りすぎて実質的には解

く こ と に な ら な ぃ 」  ょ うな問題はN P完全問題と呼

ばれています。  N P完全問題の概念が確立されたの

はまだ 1 9 7 0年代前半のことですが、  各種の分野で

数千にお よ ぶ 問題 が見つ か っ て い る と の こ と で す

[4]o

図 2 の 問 題 は グ ラ フ 分 割 と ぃ う カ テ ゴ リ ーに 分

類 され る問題です 。  従 来 考 え ら れ て い た グ ラ フ 分

割 問 題 は 、 分 割 し た グ ラ フ 間 に 跨 る リ ン ク 数 を 最

小にす る 問題で 、 LsI の レ イ ァ ウ ト 設計にお ぃ て配
線をいかにすれば少な く で き るか等の問題にっい
て検討が行われてき ま し た 。私たちは 、  こ の 問題

を 通 信 ネ ッ ト ワー ク に 応 用 で き る こ と に 着 目 し ま

した[5 ]。  グ ラ フ 分 割 問 題 を ネ ッ ト ワー クの問題に
適用するために 、  グ ラ フ 間 に 跨 る リ ン ク 数 を 最 小

に す る の で は な く 、 全 体 の ト ラ ヒ ッ ク を 各 セ グ メ

ン ト に で き る だ け 均 等 に 、  か っ 少 し の ネ ッ ト ワー

ク リ ソー ス で 収 容 で き る こ と を 評 価 の 基準 と し て

セ グ メ ン テー シ ョンするこ とを定式化しました [ 3 ] 。

1

一
（ :
，・'''-一

1
C
- 1i
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(a) 望ましいセグメンテーション

8

1 0 8 0 0 0 ;
'______ ________ , f
lb) 望ましくないセグメンテンヨン

図 2  ネ ッ  ト ワー ク セ グ メ ン テー シ ョンの一例

グ ラ  フ分割問題におけ る最適解 を得 る  こ と は 、

上述した よ う に膨大な時間を必要 と し ます 。状況

の変化 に合 わせ て ネ ッ ト ワ ー ク構成を動的に制御

す る た め に は 、  多 く の計算時間をかけ る こ と は で

きません。従来、  グ ラフ分割問題に対しては 、  ヒ

ユー リ ス テ イ ッ ク  (発見的)  な ア プ ロ ーチ 、  さ ら

に は遺伝的 ア ル ゴ リ ズ ム に よ る ア プ ローチ な ど 各

種の高速演算手法が検討されています[ 6 ] 。  私たち

も、 ネ ッ ト ワー ク セ グ メ ン テー シ ョ ンの問題に対

して 、  現実的な時間内に、  実用上十分な準最適解

が 得 ら れ る よ う な ァ ル ゴ リ ズ ム にっい て検討 を行
っ て い ま す 。 第 一 ス テ ッ プ と し て 、  こ の よ う な ァ

ル ゴ リ ズ ム を 、 市販の無線 L A N と パー ソ ナル コ ン

ピ ュ 一 夕 で 構 成 し た ネ ッ ト ワ ー ク に 実 装 す る こ と

に よ り 、 実 際 に ネ ッ ト ワー ク セ グ メ ン テー シ ョ ン

を動的に制御す る こ と が原理的に可能であ る こ と

を確認しました「7 l。

4. おわ り に

以上、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク と ぃ う ネ ッ ト ワ

ー ク の 形 態 お よ び こ の 延 長 線 上 で 考 え て い る

WACNe t、  ネ ッ ト ワー ク構成の適応制御、  さ ら に

は、 この適応制御とN P完全問題とのかかわり等に

ついて紹介しま した 。研究はまだ緒にっいたばか
りですが、network ing  a n y w h e r eつまりどこでもネッ
ト ヮ ー クの実現に向けて多面的に検討を進めたい
と考えています。
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- - . ATR Monologue(7)

『 層 論 』 と 『 格 論 』

(株 )  国際電気通信基礎技術研究所

顧 問 葉原耕平

こ の シ リ ーズ二回目の記事で、  AT Rがス夕一  ト した時は小さな世帯で実質無階層だったと述べましたが、

その後組織も発展し現実には〇〇部△△課など少しですが階層組織になっています。  今回はその意義や活

用にっいて考えてみたい と思います 。  私の言う  「層論」 です。

〇 “はんこ '  と責任の所在
え ら く 時代掛か っ た表題の よ う で すが 、  こ の日常的か っ日本的な こ と 、 皆 さ ん は何のため ど う ぃ う 意 識

ではん こ を 押 し て い る の か 、  な ど を 原 点 に返つ て お考 え に な っ た こ と が お あ り で し ょ う か 。 は ん こ が 古 臭

い と 思 え ば西欧式に サ イ ン と 置 き 換 え て も こ の 小論 の精神は同 じ で す 。 当 た り 前 の こ と で す が “ は ん こ ”

は黄任の委譲と深く係わっています。例えば [決裁者 :〇〇万円以下部長 ・ ・ 1などです。

しかし研究を主業務とするA T Rでは、  あ ま り が ちがち し た縛 り ゃ定めは必ず し も実態にそ ぐわない こ と

があ り ます 。  例えば外部発表許可などは言1f1が最終決裁をするかを含めて各研究開発会社社長の裁量に任さ
れてお り ま し た 。  しかし 、私は全研究開発会社の代表取締役会長でもあ り ま したので 、重要な国際会議、

学術誌な ど影響度の高い メ デ ィ アへの投稿は私まで上がってくるのが普通でした  ( 各社長がそれを必要と

判 断 し た と い う こ と で し ょ う ) 。  A T Rジャーナルの記事もその一つです。

この場合を例に  “ は ん こ ”  を押す意味を考えてみます。  間題を明確にするため、  建て前の話しをします。

研究開発会社の場合、担当者、  リ ー ダ 、 研究室長 、社長 と順にはん こ が押 され る のが普通です 。 その際 、

それぞれの立場では最低限そのレベルに応じた資任を持つてはんこを押すのが望ましぃ と私は思つていま

す。具体的には 、  リ ー ダ く らいまでは科学技術的知見 - 内容の面で資任 を持つ こ と が 求め ら れ ま す 。 室長
や社長な ど上になればポ リ テ ィ カ ル な判断の比重が増 し て く る で し ょ う 。 そ れ ら は担当者には必ず し も ゎ

か ら ない事柄だか らです 。従つて 、  そう ぃ う立場から内容を修正させるのはむしろ上位者の義務です。  そ

う ぃ う こ と 以 外 の純科学技術的内容 、 読者に読みやす ぃ か ど う か 、 な ど は ポ リ テ ィ カ ル な判断 と は あ ま り

関係ない こ と で す 。  建て前だけ言えば、  これらは下位レベルで完結済みで、  その前提で押印されているの

が理想です。 欲を言えば上司のレベルまで想像してア ドバイスな り意見交換をした上ではんこを押してほ
しぃものです。

② 部下の信頼を失う早道
ジ ャ ーナルの場合でも、  私の立場では例えば重要テーマの扱い、  時期や社会的な配慮はど う か 、  な ど の

視点での示唆程度にとどめたいのですが、  現実は中々そうは行かないのです。  「専門的過ぎて何 と読みに く
い こ と か」 と ぃ う 一番初歩のレベルの こ と が しば しばあ り ま し た 。 そ こで社長な り室長に 「担当者には何
と 言つてあ るの ? 」  と 聞 き ま す と 、 大 抵 「これで〇K しま した」 と 言 う の です 。 は ん こ も 押 し て あ り ま す 。
こ こ で 問題 。 皆 さ ん 、  中間管理者が部下に対して自らの権成を失い 、かっ上が小 う る さ ぃ 、  と思わせる手

っ取 り早い方策を考えてみて くだ さい。 案外、 地で行つています。  一日 _〇Kが出たのに上から直された。  〇K
も 当 て に な ら な い 、  となると部下の信頼は容易に失 l肇します。

そこで手の内をばらします。私は例えば次のように入れ知惠せざるを得なぃのです。 「わかった。次のよ

う な コ メ ン ト を し て も う 一 度 担 当 に 戻 し な さ い。 “ あの時〇K と言つたあとも考えていたが、話の流れの中に
一般読者には必ずしも不必要な細かい説明が多少入り組んでいるよ うに思う 。一部脚注に 1理すなど、  も う

少し工夫して書き直して下さい。 二 三 ヒ ン ト を 書 き 加 え て あ る か ら ”  と 。  その際、  私 の と こ ろ で 差 し 戻 さ
れた とは口が裂けて も言わな ぃ よ う に」 。 こ う して私の意見は彼らの口を通してのみ下に伝わるよ うに仕向

けたのです。  と こ ろ が 中 に は  「あ とは会長の意見を聞きな さい」 と 言 つ て し ま っ た と ぃ う 場 合 が あ る の で
す。 これはお手上げです。  さ ら に 言 えば 、  テーマの大枠は編集委員会の責任で決められており 、私もそれ
には口出しする立場にはないのです。

私なりの答えを述べます。  中間管理者はそのレベルに関しては責任を持つて〇Kすべきです。  自信がなけ

れ ば 「よ く 見 る か ら ね」 な ど と 時間を稼ぎ 、  その間に上司の意見を聞いた上で〇Kを出すのです。  す る と 、
忙し ぃ中時間をかけて よ く 見て く れた上に 一一旦〇Kが出れば後はすぃすぃと上まで通る、  と ぃ う こ と で 下 か

ら の信頼が深ま る と い う も のです 。  ま た 、 何 度 か上 と や り 取 り し て い る と コ ツ が わ か り 、 相 談 な し で 自信

を 持つ て決裁で き る よ う に も な る の です 。 私 の狙いはむ し ろ こ ち ら で し た が 。 つ い で に も う ひ と っ 、  よ く

説明に部下を同席させる人がぃます。部下の P Rなどそれはそれでうま く使 うべきです。 いい話な ら上司の

目の前で担当を誉めるのは効果的です。  しかし 、逆の場合は因ります。  ど ち ら を責めて も問題です 。上 と

一緒になって部下を黄める人さえ ぃ ますが 、  これは最低です。
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古めかし ぃ “ は ん こ ”  を題材に

具体例で説明しま したが 、要は組

織にはおのずと機能分担とそれに

と も な う 責 任 が あ る と い う こ と

が、  その行為を通して再認識でき

る と 思 つ た か ら に ほ か な り ま せ

ん。

③ 決裁と供覧
組織が大 き く な る と 安 全 の た め

と 思 う の か 不 必 要 に “ は ん こ ” が

REQUEST FOR PUBL IC RELEASE AND PUBL ICAT ION(Attach copy of rnalena1)

多 くな る傾向があ り ます 。  これは意思決定を遅らせるだけで百害あって一利な し です 。  “ は ん こ ”  は権限委

譲された人までで十分です。  しかし、  一方で そ う ぃ う こ と が 行 われ て い る こ と を 周 囲 が知つ て い た方がい

い場合もよ くあ り ます 。私は例えば外部から講演のご依頼を受けた場合、多 くは A T R-I ( 国際電気通信基礎
技術研究所)  の副社長研究開発本部長の立場で私限りで判断しました。建て前だけですが社長から  「それ
は困る」 と 言われて も それは困 る こ と ですか ら 。  ですから、  事務方に決裁欄と供覧欄を別けた様式を作つ
て 貰 い 、 決 裁は私止 ま り 、 そ し て 社長 ま で供覧 と ぃ う こ と も し ま し た  (堅苦しく言えば文書の様式を考え

るのは私のラインの仕事ではなく越権でしたが : 次項)。

〇 然るぺき立場の人が然るべき行動を
A T R くらぃの小さな組織では臨機応変の行動が必要です。  だか ら と 言つ て組織や規則 を無視 し て いい と

い う も の で も あ り ま せ ん 。 私 は 「会社として本来〇〇部が考えるべき こ とだ」 と い う こ と に 気 付 い た よ う
な場合 、内々に担当部にその旨を伝え公には彼らか ら問題提起などを して も ら う よ う 仕向けま した 。 それ

が私のラインでない時は私のラインの部下を呼んで知恵をっけました 。 「“ ち ょ っ と 気 が 付 い た け ど 、 あ な

た の ラ イ ン の 事 だ と 思 う の で そ ち ら で 考 え て も ら う と い い と 思 う け ど ど う か な 。 参 考 ま で に こ ん な 案 も あ

る よ ”  と 言 つ て き な さ い。 こ れは君が気付いた こ と で私は知 ら ない こ と だ よ」 と 。
そ の結果 、 会議の場な ど で然 るべ き 担当部か ら 然 る べ き 提案 な ど が上が っ て き た場合 、 す っ と ぼ け て

「ああ 、  よ く気が付いたね 。それは大事な こ とだ」 と 。 そ の代わ り 、 二度三度 と ヒ ン ト を 与 え て も 一向に動
きがなぃよ うな場合には公の場での叱責もやむを得ませんでした。  私は問題には大抵直接間接にそれとな

く 宿 題 を 出 し て 、 い き な り 困 ら せ る こ と は 成 る べ く し な ぃ よ う 心 掛 け た っ も り で す 。 世の中には自分の ラ

インの問題を第三者もぃ る 場 で あ げっら う人 も ぃ ますが 、私は賛成しかねます 。本当に問題があれば 、部
下と一対一の差しで別途一 l一二分に議論すべきです。

⑤ はんこの角度
長い間には必ずし も意に副わな く て もはん こ を押 さ ざ る を えない場合があ り ます 。 そんな時私はやむを

得ず首をかしげて押しました 。例えば真横とか 、極端な場合は逆さま とか 。ですから過去の私の押印を見

る と賛成度がわか り ます 。  ただ し 、  5度や10度は誤差範囲です。 そ れ か ら 個 人的経験 か ら 言 え ば “ は ん こ ”

には何 とな く人柄が現われます 。縁の欠けたはん こ を平気で使 う人は 、すべて とは言いませんがど こかバ

ラ ン ス を欠いていた り し ま す 。 それ も個性 と言えば個性で 、  また何か事情があるのかも知れませんし 、い

い悪い と い う こ と で は あ り ま せ ん が 。 な お 、 逆 は必ず し も 真 な ら ず 、 で す 。

⑥ ものには順序がある
目本の組織は意思決定が遲いとよ く言われます。  しかし、現実は例えば交渉相手とは幾つかのレベルで

問題を探 り 、 煮詰めてい く の が普通です 。 先方か ら声が掛か っ たか ら と やみ く も に出 てい く のは時 と し て

問題です。相手の係長が同格か一つ上の課長を想定していたのに、いきな り部長が行く とお互い困惑する

か も知れません 。逆 もあ り ます 。剣道や柔道にた とえれば 、下か ら順に戦います 。そ こでけ りがっけばそ

れに超 し た こ と は あ り ま せ ん 。 ですか ら 、  ト ッ プ が ぃ き な り 交 渉 に 出 て い く と い う の は そ れ な り の 意 味 が

ある、例えば尋常の手段ではらちがあかなぃ、  ト ッ プ の 腹一つだ、  と か隠密を要す る と ぃ う 場合で し ょ う 。

下で済む話 し に し ょ っ ち ゅ う 上 が 出 て い く と 下 が や る 気 を な く す る 危 険 も あ り ま す 。 反 面 、 普 段 あ ま り 顔

を出 さ な ぃ 幹部が と き た ま顔 を出す と 、 相手は 「これは何か意味があるに相違ない」 と思 う のが普通でし
ょ う 。 然 るべ き時には然るべ き  “ 格 ” の人が行かなければな り ません 。  また 、上位者ほど発言に重みがと

も な う の も 当 然 です 。 要 は メ リ ハ リ で す 。 た だ し 、  これは交渉事のこ とで 、  日常何かと  J産買を出すというの

は別の話です。 外交での公式訪問と非公式訪問みたいなものです。

この よ う な話も二人称で考えればおよそ見当が付こ う と ぃ う ものです 。 これが私の 「格論」 です。

今回はあけすけに手の内までさらけ出しました。  私にとって二人称の現役の方々の 1
立場に立てば、この小論は控えるべきだったかも知れません。現役の方々がやりにく  _ 斑 義 '

j1;た三j表年 、さし1ぅ ぃ う こ と で 操 ら れ て い た の か」 と思 う方々が居るかも知れま  f1 _ i華基;fj,
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短信

ATRの思い出

NTTヒューマンインタフェ 一 ス研究所 主任研究員

(前ATR知能映像通信研究所第五研究室主任研究員)

志和  新一

私はAT R動務で初めて関西に住んだためAT Rには強い印象が残つています。  神奈川県の横須賀から奈良

の西大寺に引つ越しましたが、  第一に感じたこ とは住環境の良さです。  奈良や京都は日本史の故郷ですか

ら 、休日にはさかんに寺めぐ り を し ま した 。唐招提寺 、薬師寺なんかは 「要庭」 だ っ た よ う な 気 が し て い
ます 。 た だ し京都にはそれほ ど行 き ませんで し た 。 情 し ぃ こ と を し ま し た 。 住んで し ま う と 近 く に あ る名

所に行かな く な る心理はど う解釈するべ きなので し ょ う か 。ぜひ A T R で研究 して く だ さい。 また私鉄の便

利さにも感心しました。大阪の心臓部の一つである獎f l 波に 3 5分ほどで行けてしまう便利さ。電車もあまり

混んでいませんでした 。  第二に感じたことは関西弁です。  みんな関西弁を使つてい る ら し ぃ こ と は薄々知

っ て い ま し た が 、  読む と 聞 く と で は 大違 い。 A T Rはそれでも言語的には関東の出島だったと聞いて二度び

っく り 。戻つてきて関束で関西弁を聞くと何かなっかしぃ気持ちになります。

A T Rは研究環境もすぐれていました。  N T Tの研究所はどこよりも研究費が豊富と思つていましたがA T Rは

それ以上に潤沢でした。  私のように金物を研究手段に多用する者にとっては資金の豊富さは重要で、  ず ぃ

ぶんお金を使わせてもらったこ とには感識 1 しています。地域的にみても京阪奈、関空、近鉄、新幹線、  日

本橋、 など 、東京圏の次にめぐまれた環境でした 。あ と幕張や機械振興会館が大阪にもあれば言 う こ とは

ないのですが。

A T R は不思議な組織です。出資会社からの短期出向者の寄り合い所帯であ り 、組織 ( A T R ) のためにと

い っ た気持ち を持つ必然性のな ぃ組識で し た 。 企業的に も国藉的に も色々な人種が ぃ ま し た 。 こ の よ う な

人たち と知 り合えた こ と はかけがえのない財産だ と思つています 。  ただ し 、  私はNTTの社員でありNTTは

A T R を支えている と思つていま したので 、  他の企業の人よりはA T Rの組織的成果に責任を感じていました。

実際はそれほどでなかった と し て も組織か ら期待 されてい る と思い込む こ とは 、研究の励みに もな り好 ま

しかった と思つています 。  A T Rでは偶然通信システム研究所と知能映像通信研究所の二力所に在藉し、  ま

とめと立ち上げを手伝えたことは組織的な仕事に貢献できた点で幸せでした。  とはいえA T Rは  「会社の儲
けのため」 を考えずに研究できる貴重な場でした 。在籍中ス トレスのない研究生活が送れ、研究力を リフ
レ ッ シ ュ で き ま し た ( 太 り ま し た ) 。

A T Rには本当に良い印象しか残つていません。  ATRは確かに関西のCenter  of  exce1lenceです。 関東に戻る

と関西のニュー スがあ ま り聞 こ えて こな く な り記憶が薄れてい くのが残念です 。私は現在は 「サ イ バー コ
ミ ュ ニ ケー ションのための臨場感技術」 を研究 していて 、 A T R で得た研究セン ス を さ ら に伸ばすよ う 努力
しています。  皆さまのご活躍をお祈 り し ます 。
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(株 )  国際電気通信基礎技術研究所は、 長野オ リ ン ビ ッ ク の 開催に あ た り 、  違隔監視

システム l -Wa t c h導入に関する技術支援(インテリジェント音響監視システムの適用)
を通じて電気通信サー ビスの提供に貢献したことを評価いただき、  NTT信越支社長か

ら感謝状をいただきま した 。

長野で開催された第1 8回オリ  ンピック冬季競技大会の開催にあたり、  NTTでは、 広域に分散した競技会場

に設置された通信設備を、  長野市にある国際放送セン夕から遠隔で映像監視するシステム  ( I-watch) を提
供し ま し た 。

その際、  ( 株 )国際電気通信基礎技術研究所では、ハイテク技術の一つとして、学習機能を持つインテリ

ジ ェ ン ト 音 響監視シ ス テ ム を I-w a t c h と組み合わせて提供しました。  この映像監視技術と音響監視技術の融
合に よ り 、 遠隔監視カ メ ラ で見えない死角な どで発生 し てい る異常を音響で捉えた り 、 音響で認識 し た ア

ラ ーム を も と に遠隔か ら監視カ メ ラ を操作 し 、 映像で設備な どの状況を的確に把握す る こ と が で き ます 。

こ れ に よ っ て 、  遠隔地にある無人の設備を効率的に監視でき、  予防保全ならびに事故等への迅速な対応が

で き る と 考 え てい ます 。

これらの先端的な技術提供がNTTグループの技術力をァピールでき、  このたびNTT信越支社から感謝状を

い た だ く こ と に な り ま し た 。  5月 2 8日、N T T信越支社オリンピック推進室長滝沢芳春様から、三浦社長にそ

の感謝状が手渡されました。
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一一一 The ThlrdlEEElntemat1onalConference on Automatic Face and Gesture Recognltion
( 第 3回顔とジェスチャの自動認識国際会議、略してF G ' 9 8 )  が、 1 9 9 8年 4月 1 4日 ̃

1 6日秦良県新公会堂で開催されました。  ATR (知能映像通信研究所および人間情報通

信研究所)  は協資団体としてこの国際会議の運営を全面的に支援しました。

FG ' 9 8はその会議名のとおり、  顧 と ジ ェ ス チ ャ の 認 識 と い う 、  コンピュ一夕ビジ ョンの中の応用寄りの専

門的分野ではありますが、  ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェ ー ス や イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン な ど コ ン ピ ュ 一 夕 と の 関 わ り を

考える と きに欠かすこ とのできな ぃ分野に焦点をあてて 、  1 9 9 6年から国際的な論文発表と議論の場を提供

し てい ます 。従来 よ り 1111111や表情の認知、表情やジェスチャの認識および応用の研究を進めている A T R に と

っ て 、  こ の国際会議は 、成果発表の重要な場であ る と と も に 、 研究 コ ミ ュ ニ テ ィ を形成する大切な機会で

あ り ま す 。

今回は、  前回参加者17 2名に対し、  2 5 5名の参加者を数えま した。  「額 と ジ ェ スチ ャの自動認識」 と い う 専
門的分野の会議としては、驚 くほど多数の参加者があり 、大成功をおさめました 。論文の投稿数も l 3 2 件あ

り 、  最終的に29件のオ ー ラル発表と 6 7件のポスタ ー &デモ発表が選定されました。  今回から I E E E主'1l111 と な
り 、 優れた論文が集ま り ま した 。招待講演では 、  中津良平社長 ( A T R知能映像通信研究所 )  のほか 、石川

正俊助教授 (東京大学 ) 、 V i c k i  Bruce教授(Univers i ty  of  S t i r l i n g )の各氏から、Fa c e  and G e s t u r eをとりまく、

応用、デバイス 、心理学の異なる 3つの分野からの講演があ り ま した 。

発表者は、  約半数が海外からの発表とな り 、  また参加者の1/3が1f11外からの参加者で、  活発な質疑応答が

行なわれ 、国際色豊かな会議 と な り ま し た 。 参加者は 、普段の国際会議 とはち ょ っ と 違 う 、 公会堂の能舞

台での発表 、会議の合間に奈良公園の散策を楽しんでいる よ うで した 。なお 、 A T R か らは 、共同研究成果

も含めて 、  1 3件もの発表を数えました。

次回はョー ロ ッ パ に 戻つ て 、  1 9 9 9年9月1日̃ 3日グルノ ー ブ ル  ( フ ラ ン ス )  で開催されます。  さ ら に 、  こ

の分野が発展し 、 A T R が引き続き研究成果においてもまた研究コ ミ ュニテ ィ活動でも 、活躍し貢献できる

よ う に し て い き た い と 思 い ます 。

第 3  回 顔とジェスチャの自動認識 国際会議報告

能舞台の発表会場
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毎年1回定期的に開催してきた  「顔と物体認識に
関 す る A T R シ ン ポ ジ ウ ム」 では 、顔や物体の視覚
認識の研究に関する基礎的課題に数理科学、  神経

計算科学、心理学、認知科学など様々な視点で取

り 組 ん で い る 世 界 の 第一線研究者を招聘して講演

し て い た だ き 、  関連するA T Rの研究者による講演

や ポ ス 夕 一 発 表 な ど と と も に 科 学 技 術 セ ミ ナー と

し て 公 開 す る こ と で 、  わが国における本分野の学

際的研究の活性化に貢献 し て き ま し た 。 そ の第 5

回目にあ た る今回は 、  日本への招聘に成功し奈良
で 開 催 す る こ と に な っ た 「第 3 回 顔 と ジ ェ ス チ ャ
の自動認識に関する I E E E 国際会議 ( F G ' 9 8 )」 と
連携し 、  その前後の関連ワー ク シ ョ ッ プ と し て 、 4

月13日、 1 7 日 の 2 日間にわた る科学技術セ ミ ナー

を開催 し ま し た 。 そ こ では 、 学習の理論 、 顧や表

情の認知モデル 、  色の情報処理、  顔情報のマルチ

モ ダ リ テ ィ な ど を 話 題 と し て と り あ げ 、 M I T の

Tomaso P o g g i o 教授を始めとする常連メンバーに加

えて 8 名の初参加者をお招き し て 、計 1 3 件の招待

講演が行われま した 。

ま た こ れ と 並 行 し て 、  A T Rの研究者や研究協力

パー ト ナーに よ る関連研究を紹介す るポ ス夕一セ

ッ シ ョ ン を 設 け る と と も に 、  と く に 1 日 目 の 4 月

1 3 日には、  け ぃ は ん な プ ラ ザ に て 開催 さ れ た  「仮
想 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 環 境 ・ ワ ー ク シ ョ ッ プ」
( ATR知能映像通信研究所主催)  での研究室公開と

の相互乗 り入れを行いま し た 。  こ の よ う な 関 連 す

る イ ベ ン ト の 相 乗 効 果 も あ っ て 、 今 回 の シ ン ポ ジ

ウムでは2日間で延べ3 7 0名 ( うち海外から約8 0名 )

と ぃ う 多数の参加を ぃ た だ き 、  こ れ ま でにな ぃ盛

況裡に終わ る こ と が で き ま し た 。

初来日のパ夕一ン認識理論の大家、

Vlad im i r  Vapnik博士 ( A T &T  Labs. )

第5回顔と物体認識に関するATRシンポジウムを開催

(株 ) ATR人間情報通信研究所

オー ガナイザの赤松第 2研究室長

開会の辞を述べる酒井会長

ポ ス 夕 一 セ ッ シ ョ ン のーコマ
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本ワー ク シ ョ ッ プ は 、  1 9 9 8年 4月1 4日から1 6日まで奈良 ・ 新公会堂で開催された I E E E  (米国電気電子学

会)  主催の 「第 3 回 顔 と ジ ェ ス チ ャ 認 識 に 関 す る 国 際 会 議」 (The Third IEEE Internat ionalConference on
Automatic Face and Gesture Recognition)の関連ワー ク シ ョ ツ プとして開催されました 。  また、 4月 1 3日と 1 7日

にA T Rで開催された A T R人間情報通信研究所主催の  「第 5 回 顔 と 物 体 認 識 シ ン ポ ジ ウ ム」 ( T h e  F i f t h
Symposium on  Face and 〇bject Recogn i t i o n )との間で、講演、 レ セプシ ョ ン 、  見学、 ポ ス タ ーセ ッ シ ョ ン 等 に

ついて、参加者の相互の往来を行えるよ うにしました 。

本ワー ク シ ョ ッ プの構成は 、  東京大学 ・ 原島博教授の基調講演に引き続き、  A T Rから  1 件 、  A T R外から

7 件 の 講 演 が 、 ( 1 ) アー ト と工学による人物像の認識 ・ 生成 、 ( 2 ) コ ン ピ ュ 一 夕 グ ラ フ イ ッ ク ス ・ 映 画 ・ ア ー

ト 、 ( 3 ) 感 性 と ア ー ト 、 の 3 つ の セ ッ シ ョ ン で 行 わ れ ま し た 。 講 演 は け ぃ は ん な プ ラ ザ で 行 い ま し た が 、 昼

食後約 1時間半程度、午後のセッシ ョンの前に、 A T Rにおいて本研究所の見学をオ ープンハウス形式で行

いました 。全講演の終了後、講演者が参加してパネルデ ィ スカ ッシ ョ ンが行われました 。最後に人間情報

通信研究所と合同のレセプシ ョンが行われました 。ワー クシ ョ ップの参加者は 1 8 8名  (外部から149名、  こ

のうち外国から 2 0名 ) 、  また見学の際は人間情報通信研究所のワー クショップから 1 0 0名以上の参加者が加

わり 、大変な活況を呈していました。

本ワー ク シ ョ ッ プ で は 、  東大の原島教授を始め、  海外からは画像通信 ・ 処理の分野の重鎮であるイ リ ノ

イ大学のフ ァン教授 、  コンピュー タ ビ ジ ョ ン の メ リ ー ラ ン ド 大学のデ イ ビ ス教授 、  コンピュ一 夕 ビ ジ ョ ン

と グ ラ フ イ ッ ク ス 双方の気鋭の研究者であ る ト ロ ン ト 大学の夕 ソ ゛ プ ロ ス 教授 、 マ サチ ュ ーセッツ工科大学

メ デ ィ ア研究所のレン氏 、  国内からは感性の分野から神戸芸工大の田中教授 (芸術 )、  早稲田大学の橋本教

授 (音楽 ) 、 神戸大学の柴教授 (舞踊 ) 、 東京芸術大学の宮永氏 (美術解割学 )  にそれぞれ講演いただきま

した。なお、A T Rからは構af 沢客員アーテ ィ ス ト が 映画制作用の コ ン ピ ュ 一夕 グ ラ フ イ ッ ク ス 技術につい て
概観しました。大変豪華な顔ぶれの講演者を外部から招待でき、  最新かっ最先端の技術とァー トの動向を

知る大変良い機会とな りま した 。

ATRワークシ ョ  ツプ開催報告

ATR Workshop on VirtualCommunication Environments

Bridges over Art/Kansei and  VR Technologies -
( 仮想コ ミ ュニケーシ ョ ン環境 ・ A T R ワー ク シ ョ ッ プ

アー ト / 感 性 と バーチャルリアリティ技術の橋渡し一 )

ATR知能映像通信研究所は、 1998年 4 月13日に標記ワー ク シ ョ ッ プ を 、  けいはんな

プラザとA T Rにおいて開催しました。本ワー クシ ョ ップの目的は、仮想的な環境を介

した人物同士あるいは人物と コピュー タ とのコ ミ ュニケー ション方式の実現のために

必要 と 考 え ら れ る 、 工 学的 な技術 ( コ ンピュー タ ビ ジ ョ ン 、  コンピュー タ グ ラ フ ィ ッ
ク ス 、  バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 等 )  と ァー トや感性の分野の技術や知見との統合法につ

いて議論する と と も に 、関連する最新の研究成果の報告を行 う こ と にあ り ます 。国内

外か ら 世界 を リ ー ドする工学や感性の研究者およびアーテ ィ ス ト 9 名 を 講 演 者 と し て

招 く こ と が で き ま し た 。

講演会場 原島教授によ  る基調講演
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パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は 、  顔画像の合成法の研究を例にとり 、  なぜ工学一辺倒では研究が思うよ う

に進まないのか 、  という問題提起を中心に議論が行われました。  原島教授から、  「計算機の性能の向上によ
り 、  従来長時間を要していた分析手法が短時間に手軽に活用できるよ うになったため 、  エンジニアは分析

に興味が向い てい く 傾向が強い」 との指摘があ り ま した 。  しかし一方、  アーテ ィ ス ト は計算機の性能向上
を合成結果 と しての作品作 りのツー ルと して積極的に活用しているわけです 。  計算機の性能向上は、  分析

気質のェンジニアと合成主眼のアーテ ィ ス ト と の 滿 1 を ま す ます広げ る こ と に な り かねないわけで 、 エ ン ジ
ニア と しての専門教育が始まる前の教育課程と して 、  現在は必ずしも重視されていなぃアー ト が ます ます

重要にな りかっその在り方にも再考が必要になってきているのではないか、  と ぃ う こ と を 考 え さ せ ら れ る

議論 と な り ま し た 。

本 ワー ク シ ョ  ツ プにはアー ト系、 工学系など幅広い分野から参加者があり 、  本研究所が進めているアー

ト と工学の橋渡しに対する取 り組みをァピー ルす る こ と が で き た と 考 え ら れ ます 。  ワー ク シ ョ ッ プ 終 了 後

も 、予稿集の追加申し込み、講演者へのコンタ ク ト な ど 、本会議が与えた影響は大き ぃ と思われます 。  さ

ら に 、  従来絵画や映像などビジュアルな観点からアー ト と工学の議論が多いのに対し、  早稲田大学の橋本

教授が音楽を、神戸大学の柴教授が舞踊をと 、  アー ト / 感 性の広が り を ァ ピー ルできた と考えます 。以上

の よ う に 、 本 ワー ク シ ョ ッ プ は 参 加 者 か ら ご 好 評 を い た だ い た こ と も あ り 、  ア ー ト と工学の橋渡し ・ 融 合

の中心的な場 とな るべ く今後も機会を捉えて この よ う な ワー ク シ ョ ッ プ を開催 し たい と 思い ます 。

夕 ソ ' プ ロ ス 教授

田 中  教授

柴 教 授

パネルデイ ス カ ッ シ ョ ン  ( フ ァ ン教授 ( 右 ) 、 宮永氏
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知能映像通信研究所の研究成果である イン夕ラ クテ ィブ万

華鏡を、N T T奈良支店様のイベントで採用いただきました。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 万 華 鏡 は 、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ シ ス テ ム に

お け る ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェ ー スの設計技術を活かしたシス

テムです。  コンピュー 夕 グ ラ フ イ ッ ク ス と デ ジ 夕 ル ビ デ オ 処

理の最新技術によ り 、  ス ク リ ー ンの前に立つ人物の姿を、万

華鏡の中のガラスの破片やビーズの よ う に きれいな万華鏡模

様と して描き出し 、身体の動きにっれて変化する模様と音楽

演奏を楽しむことができます。

5月1 0日開催された' 9 8NTTヤングェ イ ド i n 奈 良 ' 'には2,500
人 を 越 え る お 客 様 が 来 場 さ れ 、 チ ャ リ テ ィ バ ザ ーなどのイベ

ン ト に 参 加 さ れ ま し た 。 今 回 が一般初公開 と な る イ ン タ ラ ク

テ ィブ万華鏡では、  自身が万華鏡の模様の中に入り込み音楽

を 奏 で る と ぃ う 新 し ぃ 映像 ・ 音楽感覚を楽しんでいただきま

した。

NTTヤングェ イ ド : N T T 様 が全国的に展開 され てい る チ ャ リ テ ィ
イ ベ ン ト で す 。 チ ャ リ テ ィ バ ザ 一等の収益金

は 、  (財 )  日 本 フ ォ ス タ ー プ ラ ン 協 会 を 通 じ

て ア ジ ァ ・ ア フ リ カ の 子 供 た ち に 寄 付 さ れ ま

す 。

[お問い合わせ]

(株 )国際電気通信基礎技術研究所 開発室

TEL (0774 ) 951193  FAX ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9

自見庄三郎郵政大臣来訪

5月30日、 自見庄三郎郵政大臣がご多忙の中、 A T Rに来訪され、  知能映像通信、 音声翻訳通信、  人間情報

通信および環境適応通信の各研究所を視察されました。  大臣は医師の資格をお持ちで、  人の優れた機能に

学ぶとぃ う A T Rの研究のコンセプトに関心と理解を示されました。
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e学研者lll市あれこれ

NTTコ ミ ュニケ ーシ ョ  ン科学研究所

今国はATRの南隣に位置し、 6月11日に竣工記念式典を終えたばかりのNTT京阪奈ビル内にあるNTTコミュニケー ション科学研

究所を一111問して、松田晃一所長にお話をお價1いしました。

〇こちらの研究所はNTTでどのような位置付けになるのでしょうか。

NTTには15の研究所及びセン夕一があり、 「通信網総合研究所」 「マルチメディア総合研究所」 「基礎技術
総合研究所」 の3つのグループに分けられますが、 当研究所は 「基礎技術総合研究所」 の4つある研究所
のうちの一つであり、唯一関西にある研究所でもあります。

〇所員の方は何名ほどいらっしゃるのでしょうか。

1991年7月に設立以来、ATRの建物内に研究所を置き、 1994年には神奈川県の横須賀R&Dセン夕一に

も研究所を設置し、 2 力所分散の体制を取つていたのですが、 今年4月にNTT京阪奈ビルが完成したことに

より、横須賀の40名、ATR内の40名強の全所員が集結することとなり、現在こちらには約85名おります。

〇こちらの研究所での研究内容をお話いただけますでしょ うか。

主な研究テーマには 「自然言語理解」 「分散協調システム」 「再構成可能計算機」 「進化システム」 「感性
伝達理論」 「情報基礎理論」 があります。「自然言語理解」 の中に日英機械翻訳があるのですが、こちらは
既に実用化されています。 この日英機械翻訳というのは、 定型的な文章にっいてパ夕一ン化した対訳を用
意することによって日本語からほぼ100%英文翻訳できるシステムで、今年4月から新聞社の経済 ・ 市況情

報の自動英訳 ・ 自動配信用に導入されています。 また、 これに関連して電子化辞書を人が使用できる形に

した 「日本語語彙大系(全5卷、約30万語収録)」 を出版し、各方面からの反響が結構あります。
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〇所員の方の約半数は関東の方から移られていますが、 も と も と

関西にいらっしゃった方も含め、 この新しいNTT京阪案ビルの

評判はいかがですか。

この建物は全体的に新しぃ中にも京都を意識したデザインにな

っていて、赤い色を使うところには真つ赤ではなく和風の色を用

いるなど工夫されているようです。夜のライトァップもきれいだ

と評判のようですが、行灯をイメージ、してのことでしょうかね。

その円筒形の建物の上の部分は展望台になっており、 360度の景色

が眺められ、天気のいい日には奈良の大仏殿を臨むこともできる

のでいいですょ。建物内はたくさんの窓があるので自然光がよく

入りますし、全体的にゆとりのある空間 ・ 環境なので評判も上々

のようです。

〇今後、 どういった研究を強化していこうとお考えでしょうか。

1対 1でなく集団でコミュニケー ションする電気通信サー ビスが少なぃのですが、これからはSOH0やテ

レワー クシステムなどを含めた 「分散協調システム」 が重要になってくるのではなぃかなと思つています。
またこれ以外にも 「進化システム」 ゃ 「感性伝達理論」 にも力を入れていきたいと考えています。

*おことわり_ 松田所長は7月 1 日付けでNTT基礎技術総合研究所所長に転出されました。

関西文化学術研究都市 (構華・西木津地区)

松下電器産業
けいはんなプラザ

税国

京楽和自動車道

至京都

新祝圍

近
鉄
京
都
線

至学圍前
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, 〇 受 賞 等

★ l E  E E f e l l o w ( 1 9 9 8年 1月 1日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

For contributions to non-
1inearanalysis and design
o f  mi11imeter-wave and

microwave  solid-state
devices.

ミ リ 波 、  マイクロ波帯の固体能動デバ

イスの解析と設計の新しぃ方法を提案、

この方法によって、  ミ リ 波 、 準 ミ リ 波

通信に用いられる増幅器、  周波数変換

器、マイクロ波集積回路を設計した

(周波数は40-87GHz、20-3 0 GH z ) 。
ま た 、 電解効果 ト ラ ン ジ ス タ  (FET)

の パ ラ メ ト リ ッ ク 効 果 に 注 目 し 、 新 し

い周波数分周器を発明するとともに、

こ の理論解析を行 う等の貢献によ り

Fe11owに選出された。

元ATR光電波通信研究所

無線第2研究室長

(東京理科大学工学部

電気工学科教授)

赤池 正已

★科学技術庁 第57回注目発明選定証 ( 1 998年4月13日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

可塑性物体特徴検出装置

元ATR通信システム研究所

知能処理研究室研究員

(ATR知能映像通信研究所

第1研究室研究員 )

本発明は、顔等の可塑性物体の特徴を、

物体とは非接触な方式により実時間で

検出する方式に関連し、  バーチャル歌

舞伎システム等における表情検出処理

に用い られてい る 。  従来、  顔の表情等

の特徴を検出するためには、  顔にマー

カを貼付し、  画像中で追跡していた。

本発明では、 顔画像への周波数領域変

換に基づき、パソコンでの実時間表情

検出を可能とした。今後、情報家電へ

の搭載や、  最新の画像圧縮手法MPEG4

に基づ くマルチ メデイアシステムへの

適用が期待される。

海老原 一之

元ATR通信システム研究所

知能処理研究室主幹研究員

(ATR知能映像通信研究所

第1研究室長 )

大谷  淳

★電子情報通信学会 名誉員 ( 1 998年5月23日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

電気電子工学分野に

おける優れた業績

ディジ夕ル通信網の基盤を確立し、  世

界的なディジ夕ル通信網の形成と発展

に対する非常に大きな貢献。  ATRの創

設および運営を通した日本の基礎的独

創的研究の推進、 および国際標準と調

和のとれた国内標準の策定メカニズム

の確立と米国T1委員会、 EcのETsI 、
I T Uと連携した国際的標準策定メカニ

ズムの確立による一連のISDNの開発と

標準化への貢献等により名誉員に推薦

された 。

国際電気通信基礎技術研究所

顧問

(NTT-A T フ ェ ロー )
葉原  耕平
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★Petrobras Exhib面on  of VirtualReal itylst VirtualMuseum Award ( 1 9 9 8年6月  6 日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

Iamascope
(インタラクティブ万華鏡)

Sidney Fels ATR知能映像通信研究所

第2研究室客員研究員

ATR知能映像通信研究所

第2研究室長

Iamascopeはイ ン タ ラ ク テ ィ ブで電子的
な万華鏡である。  ビデオ、  グ ラ フ イ ッ

ク 、 画像 、音楽などの コ ン ピ ュー タ処

理技術をバラン ス よ く統合している 。

演奏者が印象的な映像と音楽を生み出

し芸術的な高揚感を得られるよ うに設

計 さ れ た 優 れ た イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ア ー

ト作品である。

間瀬  健:二

★人工知能学会 研究獎励賞 ( 1 9 9 8年6月18日)

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

漸次的発話産出にお

け る言い直し と その

シ ミ ュ レー シ ョ ン

前ATR知能映像通信研究所

第4研究室研修研究貝

(ATR人間情報研究所

第6研究室客員研究員 )

漸次的に発話を産出する場合には、  発

話目標の形成、統語的操作、調音動作

と既発話の蓄積が並行して行われるの

で 、時間の経過にと もなって不整合が

生じる 。  その言い直しの説明モデルを

構築するために、  日本語による漸次的

会語産出の心理実験を行い、 言い直し

前後の語順パタ ー ン と 、受動態 、能動

態の使用頻度を調べた。 その結果に基

づ き 、  言い直し地点の潜伏現象を考藏

した発話産出モデルを提案し、  シ ミ ュ

レー ションによってその能力を示した。

羽尻  公一郎

岡田美智男 ATR知能映像通信研究所

第4研究室主任研究員

立命館大学理工学部

情報工学科教授

小川 均

第11回 ATR研究発表会の開催日のお知らせ

毎年秋に開催し、  ご好評を ぃ ただいてお り ます  「ATR研究発表会」 は、  今回で 1 1 回目を迎える こ とにな
り ま した 。

以下のとおりの開催を予定いたしておりますので、お知らせ致します。

ご多用のこと とは存じますが、  ご来場賜りますよ うぉ願い申し上げます。

開催時期

開催場所

平成10年11月5日  (木) 1 3 時 ̃ 1 7 時 ( 第 1 日 目 )

平成10年11月6日  (金) 1 0 時 ̃ 1 7 時 ( 第 2 日目 )

弊社にて開催致します

(〒619-0288 京都府相楽郡精華町光台2-2 )

※ご質問等がござぃま した ら 、  事務局 [(0774) 95 1159] までお問い合わせ下さい。

◇ ATRワーク シ ョ ッ プ  「聴覚イぺントと聴覚構造」
( 1 9 9 8ATR  Workshop on  Events and Auditory TemporalStructure)

開催日  10月26日 ( 月 ) ̃ 2 7 日  (火)

場 所 け ぃはんなプラザ

間合せ先  AT R人間情報通信研究所Te 1 ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 1 1
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〇所員往来

平成 1 0 年 4 月 2 日 よ り 、  6月30日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、 6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載 )

採用年月日

H10.4.25

H10.5 _ 1
H10.5.1

H10.5 _ 1
H10.5 . 1

H10.5 . 1

H10.5.20

H10.6. 1

H10.6 _ 1
H1 0.6 _ 1

(環)

(音)

(人)

(人)

(環)

(環)

(環)

(音)

(人)

(環)

ATR所属

第 4研究室

第1研究室

第3研究室

第6研究室

第1研究室

第 2研究室

第3研究室

第2研究室

第 4研究室

第 2研究室

研究員

研究員

研究員

研究員

主任研究員

研究員

研究員

研究員

研究員

研究員

氏 名

谷山 秀昭

Ruigiaug Zhang

吉田  直樹

羽尻  公一郎

滝沢 泰久

若林 一磨

小楠 正大

Srinivas Desirazu

Chao-M i n  W u
倉持  裕

出 向 元 等

N T T

l 中国  清華大学

; 北海道大学
エイ ・ティ ・アール知能映像通信研究所

住友金属

さ く ら ケー シーエス

束芝

ア メ リ カ

University of Wisconsin

日本ビ ク夕一

H10.6 _ 1 l ( 環 ) 第 3 研究室  研究員 長谷川 浩文 l -
l

H10.6 .12  l ( 映 ) 第 3 研究室  室長 岩舘  祐一 I N H K
・,? ク _ - l

H10.6. 1 2  l (人) 第 5研究室 至 長  月裝に井 真人 , N H K
l

H10.6.15 l ( 国 ) 企 画部開発室研究技術員 l 中 西  圭介  l エヌ ・ テ ィ ・ テ ィ ・ ソ フ ト ゥ ェア

退職年月日

H10.4 .30

H10. 4 .3 0

転 出 先

エヌ ・ ティ ・ ティ ・ アドバンステクノロジ

エイ ・ティ ・アール人間情報通信研究所

氏 名 ATR所属

伊藤  博

羽尻  公一郎

( 国 ) 企 画 部

(映) 第 4研究室

H10.4 .3 0

H10.5 .14

H10.6.11

H10.6. 1 1

H10.6.3 0

H10.6.30

カ ナ ダ  Water1oo大学

ヒ ュー レ ッ ト ・ パ ッ カー ド

N H K

N H K

N T T

Swedish Army Anti-Aircraft Center

L i  Deng

松本  雄次

井上 誠喜

金次 保明

内山 公昭

Ma x  Berthold

' ( 音 )  第 1研究室

(人) 第 1研究室

(映) 第3研究室長

(人) 第5研究室長

( 国 ) 企画部開発室長

(人) 第5研究室
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ATRジャーナル31号掲載記事の訂正
A T Rジャ ーナル31号掲載内容に一部誤り ・ 説明不足の点がありましたので、以下のとお り訂正 ・ 補足させ

ていただ く と と も にお詫び申し上げます 。

訂正およ び補足箇所

頁 誤

目次  「声の乱れ」 に耳を.動ll ら す  中 村  薫

ト ピ ッ ク ス
18

音響センサー として 3カ月に設置し

ト ピ ッ ク ス
2 2
「日本の国際化と外国人登録」

訂正 ・ 補足

「声の乱れ」 に耳を刷らす  中村  篤

音響センサー として 3カ所に設置し

外国人登録制度発足50周年記念論文

佳作論文

「日本の国際化と外国人登録」

29  受賞

IEEE fe11ow

特に衛生通信への応用に

電気通信普及財団 テレコムシステム技術賞

特に衛星通信への応用に

二重掲載 (すでに28号で掲載済み)

編集後記
夕食後のひ と と き 、 子供 と家で飼つてい る カ タ ツ ム リ の世話をす る 。

アジサイの葉を替え、卵の力ラを掃除し 、霧吹きでスプレイする 。

「ア ッ ! お と う さ ん 、 お と う さ ん 、
動いた 、動いた 、

ち ょ っ と お っ き な っ て ん で ! ! 」

子供のはずんだ声に思わず童心にかえる。  -

世話をするまで一見、  止 ま っ て ジ ッ と し て い る よ う に 見 え てい たが 、  本当は変化をし成長しているのだ。  こ れ を思 う

にATRも生き物同様変化をしており、各社員もその都度、その都度べストの選択を続ける限り今日、明日一一一と、  日々確

実にレベルが上がっていくに違いなぃ 。 1年後の成長を思う と 、我ながら今から楽しみだ。  こ の ジ ャ ーナルも よ り大 き

く成長するため 、  皆様方からの貴重なご意見をお待ちしており  ます。

ATR Jou rna l第32号 1 9 9 8年 8月 1日発行

〇発行 ・編集

〇製

〇定

作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒6 1 9-0288
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 (大代表 )

学会センタ一関西

3 0 0円 (税込 ・ 送料別)

本紙記事の無断転載を禁じます。ｩ

1998 (株 )国際電気通信基礎技術研究所



ATRグループのご紹介 ATRグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独創

的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設立

する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をぃただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、 既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている4つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成されて

います。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに4成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

ATR の WWW ホームページのご案内

アドレス  http://www.atr.co.jp
役に立つ様々な情報を公開しています。今後も随時拡充予定です。

皆様のアクセスをお待ちしております。

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込
口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号:TR -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1178
editor@atr.ctr.co.jp

口送付先変更連絡

口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトウェア名整理番号:

送

付

先

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジャーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付下さぃ。

●送付先変更以外については、 変更後の糖1に必要事項をご記入願います,




